
2023年８月２８日

日本初 レベル４飛行の実現と
将来に向けた日本郵便の取組
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自己紹介

業務歴

1991 郵政省 入省

2001 郵政事業庁 営業部

2006 日本郵政公社 法人営業部

2007 日本郵政株式会社 出向（物販担当）

2009 郵便事業会社 営業開発部（キャッシュレス）
ふるさと小包事業を収益化

2012 日本郵便株式会社 ゆうパック事業部（代金引換）

2015 日本郵便株式会社 商品サービス企画部
（代金引換・ドローン）

2017 日本郵便株式会社 郵便・物流事業企画部
（原価・キャッシュレス・配送高度化）

2019 日本郵便株式会社 オペレーション改革部
（配送高度化）

2021 ＪＰ楽天ロジスティクス 兼務出向
ACSL資本業務提携
ヤマト運輸「クロネコDM便」一部地域における配達受託

2023 ヤマトグループとの協業

上田 貴之（うえだ たかし）

長崎県波佐見町 生まれ

郵便・物流事業を中心に、
抜本的なオペレーション
改革に取組む



国際物流事業
国内だけにとどまらず、海外

向け総合物流事業の展開に

よる一貫したソリューション

を提供する事業

不動産事業
保有する不動産を有効活用した、

事務所、商業施設、住宅、保育

施設、駐車場などの賃貸事業等

の収益事業

窓口事業（販売チャネル）

全国2万4千の郵便局ネット

ワークを通じて、郵便・貯金・

保険等の商品・サービスをお客

さまに提供することを基幹と

する事業

郵便・物流事業
手紙などの郵便物等を、全国の

集配ネットワークを通じて、

お客さまにお届けすることを

基幹とする事業
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①店舗数（郵便局
）

約24,000局

②社員数

約19万人

③郵便ポスト設置数

約18万本

④総引受郵便物数

約190億通/年

⑤1日当たり

約6,100万通/日

約3,100万箇所/日

※2021年3月末現在（③、⑤）
※2022年3月末現在（①、②、④）
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JPビジョン2025（中期経営計画）
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郵便・物流事業を取り巻く環境



郵便・物流事業を取り巻く環境（国内）
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Q
宅配便取扱個数は、増加
しているのに、貨物量が
増えていないのはなぜ？
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A 多頻度、小口化
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生産年齢人口の推移

2020年比
▲43.5％



物流需給関係の模式図

フィジカルインターネット実現会議 ロードマップ資料参照
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物流危機
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4

 今後、生産年齢人口が減少する状況下で、労働力の確保難は業務運行にとって大きな課
題

 人手不足による人件費単価上昇への対応と、限られた人的リソースの最大効率での活用
が必須

 これらの課題解決の一つとして、ドローン・配送ロボット・自動運転車等を活用した省
人化の取組みを推進

配送高度化とは

（例：ドローンや配送ロボットによる遠隔地配達を踏まえた集配区再編成）

将来像： 「ポツンと一軒家」やオートロック付きマン
ション等、エリア内の一部を無人機で代替すること
により、配送エリアを再編

現状： １配送エリアに１名配置
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ドローン 配送ロボット 自動運転

施策

機
体

実
施
概
要

日本初のレベル４飛行の実現
東京都奥多摩町にてラストワン
マイル配送の実施

オフィスビルでの配送実証
愛知県名古屋市のオフィスビル
内配送実証

東京都内にて自動運転車
による試験走行
霞ヶ関 ～ 銀座郵便局

RICE ROBOTICS社
RICE（ライス）

ACSL社
PF-2 Deliverey

アイサンテクノロジー社
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配送高度化の取組





機種の種類

マルチロータ型

固定翼型

回転翼型

• 三つ以上の回転翼によって主な揚力及び推進力を得る回転翼無人
航空機

• 電動機が多数を占め、垂直離着陸が可能
• 主な用途は空撮、測量、インフラ点検、物流等
• 速度能力：～100km/h
• 高度能力：～3400m

• 固定した翼面をもち，その翼面に生じる揚力によって飛行する無人航
空機

• 高速・長時間・長距離の航行が可能
• 主な用途は広域の空撮、物流等
• 速度能力：～150km/h
• 高度能力：～3400m

• 飛行中の揚力を回転翼から得る無人航空機
• エンジン機が主流
• 主な用途は農薬散布
• 速度能力：～72km/h
• 高度能力：～3400m

VTOL型

• 固定翼とマルチコプターを組み合わせたハイブリッドタイプの垂直離着陸
無人航空機

• 高速・長時間・長距離航行＋垂直離着陸が可能
• 主な用途は物流等
• 速度能力：～130km/h
• 高度能力：～3400m
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ドローンの構造や機種の種類について
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ロードマップ
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産官学連携によるドローン産業の推進
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協力体制の構築



21

小型無人機（ドローン）の飛行レベル





23

日本郵便の取組み（ドローン）



24

「レベル４」配送の実現



項目 内容

機種名 株式会社ACSL製 PF2-CAT3

外寸 1174mm×1067mm×601mm（プロペラ含む）

重量 機体:5.53kg ／バッテリー:3.27kg／最大ペイロード:1.00kg
→最大離陸重量 9.80kg

最高速度 水平 :10m/s(36km/h) /上昇:3m/s /下降:2m/s

飛行方式 電動・自律制御

監視方式 地上局PC画面上で挙動監視
異常時警報表示、緊急着陸などの指示に対応

その他
非常用パラシュートを搭載
運航時は最大1.0kgの荷物などを搭載
風速10m/sまで運航可能

取得予定の
認証

「第一種型式認証」
「第一種機体認証」

株式会社ACSL製
「PF2-CAT3」

(※画像は機体の3Dイメージ)

 12/5の改正航空法施行を踏まえ、日本初となる「レベル４」飛行を実施。
 業務提携先のＡＣＳＬ社と連携し、国による「第一種機体認証」を取得した機体を 「一等操縦者技
能証明」を保持する操縦者が新たな運航ルールに従って飛行させることで、これまで以上の安全性を確保。

 今回の対応により得られた知見を開発中の「物流専用機」へ展開し、実用化を加速。
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「レベル４」配送の実現
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「レベル４」飛行ルート（東京都西多摩郡奥多摩町）



項目 物流専用機 現行使用機（PF2）

製造者 株式会社ＡＣＳＬ 同左

機体サイズ 約1.5m×1.7m×0.5m 1.173m×1.067m×0.654mm

最大離陸重量 24.9kg 9.8kg

ペイロード 5㎏（100サイズ程度） 1.7kg（80サイズ程度）

最大飛行距離 約35㎞ 10㎞

配送物の収納・切離し 機体上部から収納、下部から切離し 機体下部から取付け、切離し
※物流専用機のスペックは現時点での想定であり、実用化の際には変更となる可能性があります

【物流専用機】 【現行使用機「PF2」】（19年度から使用）

 現行使用機は空撮や点検・測量などの領域でも使用される汎用的な機体を物流用途にカス
タマイズ

 新たな物流専用機は物流オペレーションを考慮した荷物の搭載等の簡便性や、社会受容性を
意識した
デザインを重視しつつ、「レベル４」のための型式・機体認証取得を想定した設計・仕様
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実用化に向けた取組み



実用化に向けた課題



改正航空法

改正道路交通法

運用コスト
低減 貨物運送事業

・有人地帯上空飛行
・安全管理措置の緩和
・公道走行

・技術革新による運行
業務負担の軽減
・社会実装による機体
／運用コストの低減
・保守の簡素化

・ドローン・配送ロボット
による物流は、貨物
運送事業者適用外
・運行管理者の配置等
対応除外
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無人機（ドローン・配送ロボット）による物流の可能性



社会的受容性の
醸成

運用コスト
低減へのご協力

中山間地等に
おける物流検討

・住民周知のサポート
・無人機活用の意義を
行政より発信
・行政幹部・議会等の
関与

・各種団体、自治会、
住民の方へのアプロ
ーチ支援
・テストフライト用の
離着陸場所確保
・緊急着陸ポイントの
設定
・メディア対応支援

・中山間地等における
配送事業の継続性を
確保のため、輸配送の
在り方を一緒に考える
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自治体のみなさまへのご要望事項
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無人機を活用した配送サービスの将来イメージ
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